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研究成果の概要（和文）：本研究は、中華人民共和国（中国）が諸外国の関係において台湾問題をめぐる「一つ
の中国」コンセンサスを形成する過程を、政治外交史の手法で論じた。本研究は、1970年代から80 年代にかけ
て、中国が西側諸国との外交関係を回復し、国際的な地位を向上させるなかで、相手国の「一つの中国」への関
与を限定的ながら獲得した。しかし、それは台湾海峡における武力行使の可能性を低下させる関与でもあった。
この国際社会との合意は、中国が1980年代以降推進する「平和統一」政策の重要な前提となった。

研究成果の概要（英文）：This research reconsidered the process that the PRC built the consensus on 
the "One China" with Taiwan, the United States and other powers in the Asia Pacific region from the 
1970s to the beginning of the 1980s, based on the first-hand materials available in China, Taiwan, 
and other countries. In addition, this study also discussed how the structure of the international 
relationship was  linked to the PRC’s policy of “peaceful reunification with Taiwan” proposed in 
1979. 

研究分野： 現代中国・台湾論

キーワード： 中台関係　中国外交　一つの中国

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究には第一に、関係諸国の公開公文書や内部文書の活用により、改革開放の前提となる現代中国政治外交史
を論じた実証的研究としての価値をもつ。第二に、本研究は「一つの中国」という関係諸国とのコンセンサスの
形成と中国の対台湾政策の連関を論じたという点において、国際政治学的にはコンストラクティビズムの含意を
もつ。第三に、本研究は一義的には政治外交史研究であるが、今日の「一つの中国」原則をめぐる国際政治や関
係諸国の外交政策に示唆を与えるという現代的意義も期待される。
 

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究開始当初、1970 年代の中国・台湾を含む東アジア国際政治史の研究が進展するなか、日

中国交正常化交渉や米中国交正常化において台湾問題がどのように扱われ、台湾の中華民国政
府はそれにどのように対応したかについては、多くの新たな研究成果が発表されつつあった。ま
た、現代中国政治外交史の研究においては、1970 年代における中国共産党内の権力闘争と外交
政策との連関が詳細に分析されるようになり、文化大革命末期に党内の権力闘争と連動して蛇
行した当時の外交との連続性のなかで 1980 年代の中国外交を再検討する傾向も現れつつあっ
た。 
他方で、中国の対台湾政策や中台関係については、中川昌郎（1982,衛藤瀋吉編『現代中国政

治の構造』276-314 頁）や松田康博（1996,『国際政治』第 112 号, 123-138 頁）の研究が、1979
年以降の「平和統一」政策への転換について論じた後、1960 年代末から 70 年代にかけての中国
国内情勢および中国をめぐる国際情勢の変化と「平和統一」政策との連関が具体的に論じられる
ことは殆どなかった。 
このような研究動向をふまえ、本研究は 1970 年代から 80 年代の初頭にかけ、中国の指導者

が国内外情勢および台湾の現状をいかに認識し、台湾問題をめぐる一連の交渉をどのように関
連付け、戦略的に進めたのかという点を分析しようとした。そのうえで、同時代の中国からみた
台湾問題をめぐる「一つの中国」コンセンサスはどのように形成され、そのことは中国共産党に
よる「平和統一」政策の提起と展開にいかなる影響を与えたのかを考察しようとした。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の３つの問いにこたえることにあった。 

１）1970 年代から 80 年代にかけて、中国が西側諸国との外交関係を回復し、国際的な地位を
向上させるなかで、相手国の「一つの中国」への関与をどのように獲得したのか。 
２）そこには全体的、かつ中長期的な戦略が存在したのか。存在したとすれば、上記の交渉によ
り、中国の指導部はそれらをどの程度達成できたか。 
３）上記のような「一つの中国」への関与を獲得したことと、台湾に対する政策が「解放」から
「平和統一」へと転換したこととの因果関係はいかなるものか。 
 
３．研究の方法 
1970 年代から 80年代にかけての中国政治外交史や東アジア国際政治史は、近年研究が進展し

つつあるとはいえ、必要な史料へのアクセスが十分に確保されているとは言えない。特に、台湾
や西側諸国の公文書が大量に公開されつつあるのに対し、中国側の史料状況に大きな進展は見
られない。本研究を開始する以前に、中国で文革以前の時期の史料公開が進みはじめた時期もあ
ったが、今日ではそうした試みは既に停止、さらには後退してしまったことは明らかである。 
このような状況を踏まえ、本研究期間においては欧米諸国や台湾で入手可能な中国の内部文

書に関する情報収集を継続しつつ、短期的には台湾や西側諸国の史料を利用して、中国と関係諸
国との台湾問題をめぐる交渉内容を紐解き、それがいかなる経緯を経て「平和統一」を掲げる対
台湾政策へと帰結したのかを分析することとした。また、これも台湾や日本、欧米諸国での実施
が主となるが、インタビューの可能性も模索し続けた。 
 
４．研究成果 
 本研究期間の調査を通じて、以下の諸点が明らかになった。 
 第一に、中国が自らの「一つの中国」に関する主張に対する国際的な関与を獲得したプロセス
については、本研究期間で全ての交渉について史料に基づく調査ができたわけではないが、下表
に示すような関与を獲得する過程について、以下のようなパターンが見られることが分かった。 
 
「台湾は中国の一部／一省」という立場の表明をめぐる交渉 （報告者作成） 
国交正常化コミュニケ 交渉相手国 
言及なし フランス（1964）、西ドイツ（1972） 
take note of = 注意到 カナダ、イタリア（1970）、ベルギー（1971）、ギリシャ（1972） 
respect  =  尊重 オランダ（1972 ※大使級の外交関係樹立） 

*日本…十分理解し、尊重し（fully understand and respect）、
ポツダム宣言第八項に基づく立場を堅持 
*フィリピン（1975）…十分理解し、尊重 

acknowledge = 認識到  
 

米中上海コミュニケ（1972）…「台湾海峡の両側のすべての中国
人が、中国はただ一つであり、台湾は中国の一部分であると主張
している」ことを「認識」 

acknowledge = 承認 
 

イギリス（1972 ※大使級の外交関係樹立） 
オーストラリア、ニュージーランド（1972） 
スペイン（1973）、マレーシア（1974）、タイ（1975） 
米中国交正常化コミュニケ（1979） 

recognize = 承認 ポルトガル（1979） 



１）交渉開始時において、相手国は「一つの中国」の主張に対する関与を示すことを回避しよう
としており、先例に従って、出来る限り台湾問題への言及が少ないかたちで中国と外交関係を樹
立しようとしていた。また、そのことに関する国内的な圧力も一定程度存在した。２）他方、中
国側は交渉相手から、過去の交渉を上回る「一つの中国」への関与を獲得しようとした。ただし、
このことが中国の外交関係樹立交渉のなかで、常に最優先事項だった訳ではない。相手国の事情
や外交関係樹立のタイミングによっては、中国の指導部は大幅に譲歩することもあった。３）多
くの交渉において、この「一つの中国」に対する関与は、交渉の最終段階まで持ち越した議題と
なり、非常に不透明なかたちで交渉が妥結し、記録が公表されていない場合も多い。 
 第二に、上記のようなパターンと、各交渉で展開された中国側の主張や外交手法を分析してい
くことで、「一つの中国」への関与の獲得について、中国の指導部には長期的な戦略があったと
いう推測が成り立つ。そして、その最大の目標は、台湾の中華民国政府にとって死活的な重要性
をもつ米国との交渉にあったように思える。そのため、それ以外の諸国との交渉においては、米
国との交渉にどのような影響を与えるのかということが、譲歩や非妥協をもたらす重要な要因
となっていた。 
 第三に、上の２点に鑑みれば、米中国交正常化を成し遂げた後に、中国共産党が台湾の「平和
統一」を打ち出したのは、一方で従来から言われているように主動的な決定であったが、他方で
は西側先進国を中心とした国際社会との関係構築の必要性から生じた受動的な決定でもあった
と言えるだろう。つまり、このタイミングでの「平和統一」政策の提示は、米中国交正常化を背
景に台湾に対して平和攻勢をかけるという意味はもちろんあったことが分かる。しかし同時に、
米中国交正常化までに積み上げてきた関係諸国との交渉内容、さらにはこれらの諸国との関係
を資源として経済改革を進めていかなければならないという状況も、「平和統一」政策の背景に
は存在していると言えるだろう。 
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